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ソフ トウェア リポジ トリマイニ ングや ツール の登場 は， ソフ トウェア工学分

野におい て定量的 な研 究 の機会 を提供 してい る．本研 究 では，マイ クロプ ロセ

ス分析 と呼ばれ る手 法 を用 いて，マイ ニ ング され たデー タか ら開発者 によって

日々行 われ てい るマ イ ク ロプ ロセス を再構 築 した． これ を用 いてマ イ ク ロプ ロ

セ ス分析 が現在 のSPI（SoftwareProcessImprovement） を どの よ うに補完 して

い るか について調査 を行 った．本論 文で は、典型的 なマ ク ロレベル で のSPIモ

デ ル とは異 な る手法 と してのマイ ク ロプ ロセス分析 を メンテナ ンスプ ロセ スに

対 して適用 した．特 にバ グ修正 ，パ ッチ適 用お よび ピア レビュー と関連 したマ

イ クロプ ロセス を対象 とした．

バ グ修正 ，パ ッチ適用 プ ロセ スにおいて は，保守 に必 要 な作業 量 とコー ドの

複雑性 との間でLehmanの 法則 を定量的 に再検 証 した。また、3つ のオー プン ソ
ース ソフ トウェア （OSS）プ ロジェク トでの検証お よび実験 を行い

，提案 したメ

トリクスが前述の 関係 を統計 的に満 たす こ とを示 した．

ピア レビュープ ロセ スにおいては，OSS開 発者 の コ ミュニテ ィー内で の地位

や経歴 の特 定 を支援す るこ とを 目的 として2つ のモデル を構築 した ．本 モデル

に基づい て開発者 の専 門知識 を特 定す る ことで， よ り効 率 的で高 品質 な レビュ
ー を実現す るこ とが可能 となる。 また 、経歴 モデル を提 供 し，開発者 のプ ロジ

ェク トへ の参加 を促す こ とで，プ ロジェ ク トの持続 可能 性 を向上 させ るこ とも

期待 でき る．

以上の よ うに、本研 究 で提案 した技術 と手法 に よって ソフ トウェアの保 守工

程 にお けるマ イ ク ロプ ロセス分析 の適用 を検 証 した結果 、マイ クロプ ロセ スは

マ ク ロプ ロセ スの補助 として の役割 を果 た し，SPIに 対 して新 た な側 面 を提供

す るこ とが可能 で あるこ とを確認 した．
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（論文審査結果の要 旨）

SPI（SoftwareProcessImprovement） は近年 にお け る ソフ トウェア工学上 の

重 要課題 の一つ である。SPIは 従来、組織的 なプ ロセ スに対す る改善 の試み と し

て、典型 的 にはマ クロ レベル でお こなわれ てい る。 これ に対 し、本論 文で は従

来のSPIと は異 な る手法 としてのマイ クロプ ロセ ス分析 をメ ンテナ ンス プ ロセ

ス、特 にバ グ修正 ，パ ッチ適用 お よび ピア レビュー と関連 したマイ ク ロプ ロセ

スを対象 として適用 した結果 についてま とめてい る．

ソフ トウェア リポ ジ トリマイニ ングや ツール の登場 は， ソフ トウェア工学分

野 におい て定量的 な研 究 の機会 を提供 してい る．本研 究 では，マイ クロプ ロセ

ス分析 と呼ばれ る手法 を用い て，マイ ニ ング され たデ ー タか ら開発者 に よって

日々行 われ てい るマ イ クロプ ロセス を再構 築 した． これ を用 いてマイ クロプ ロ

セ ス分析 が現在 のSPI（SoftwareProcessImprovement） を どの よ うに補完 して

い るか につ いて調査 を行 ってい る．本研究 で提 案 した技 術 と手 法 に よって ソフ

トウェア の保 守工程 にお けるマ イ クロプ ロセ ス分析 の適 用 を検証 した結果 、マ

イ ク ロプ ロセ ス はマ ク ロプ ロセ スの補 助 と しての役割 を果た し，SPIに 対 して

新 たな側 面 を提 供す るこ とが可能 であ るこ とを確認 してい る．

バ グ修 正 ，パ ッチ適用 プ ロセ スにおいて は，保 守 に必 要な作業量 とコー ドの

複雑性 との間でLehmanの 法則 を定量 的に再検証 した。 また、3つ のオープ ン ソ
ー ス ソフ トウェア （OSS）プ ロジェク トで の検証お よび実験 を行 い，提案 したメ

トリクスが前述 の関係 を統計 的に満 たす ことを示 した．

ピア レビュー プ ロセス にお いては，OSS開 発者 の コ ミュニテ ィー 内での地位

や経歴 の特定 を支援す るこ とを 目的 として2つ のモデル を構築 した ．本 モデル

に基づ いて 開発者 の専 門知識 を特 定す る ことで， よ り効 率的 で高品質 な レビュ
ー を実 現す る こ とが可能 となる。 また、経歴 モデル を提供 し，開発 者 のプ ロジ

ェク トへの参加 を促 す こ とで， プ ロジェク トの持続可能性 を向上 させ るこ とも

期待 でき る．

以上 よ り、本論文 は、 ソフ トウェア開発 プ ロセス改善 において従来 とは異 な

るアプ ロー チか らの分析手法 を提案 した ものであ り、また、OSSプ ロジェク トの

デー タ等 を用 いた検証 も慎 重 に行 ってい るな ど、実社会 にお け る工学 的な問題

の定式化 とそれ に対す る一定 の解決策 を実用 的 レベル におい て提示 してお り、

博士号 を授与す るに値 す る と判断 でき る。


